
(一社)兵庫県理学療法士会

令和3年第８回理事会 議事録

記録日： 令和3年1１月 1９日(金)

開催日時 令和3年1１月 1９日(金) １9時００分～

開催場所 Web 会議

出席者
間瀬、沖山、山本、木澤、正木、永嶋、山口、中川、堤、前川、伊藤、檀辻、成田、本田、岩田、小

山、樋笠、有吉、清原、鮫島、岩井

欠席者 小森

記録者 中川

議題1 会長行動禄

特記事項

・日本理学療法士協会会長よりからの資料紹介があった。

＜新たな経済対策（仮称）＞

看護師、介護士（月額4000円）の賃上げの話が出ているが、この資料では「コメディカルの処遇改善の収入を充て

ることができるような柔軟な運用を認める」と記載されている。

・和歌山担当の近畿学会2023年 2月 5日に決定。

議題２ 現状確認および報告・検討事項

・名誉会員について

80ポイントを獲得しているため表彰委員会から1名を推薦する。→承認された。

・研修会の開催について

「役員・管理者研修」の検討を行った。

今年度中に理事を含め、部長・委員長・支部長に対し、各局・支部の活動内容を説明し、相互理解を深めて

いただく。結果として士会全体の方向性を浸透できる→先日の研修会で弁護士に話してもらったことなどを一緒に

できないか。→承認。

・会計業務を集約することになった。財務業務を行っていた事務員が3月で退職を希望している。そこで、今まで

の会計業務を外部の複数会計事務所から見積もりをとった。各部署の会計を事務所に集約してから委託をしてい

く方向となった。各部署の会計担当者の負担軽減できる。→承認。会計事務所の選定については見積もりが揃っ

てからもう一度審議にかける。

・近畿学会で近畿ブロック会議を行うことになった。

・年末会長あいさつ回りを予定している。兵庫県高齢政策課、健康増進課、など。兵庫県看護協会、薬剤師会、栄

養士会、兵庫県医師会。

・ 2010-2021年度会員変化

退会者が増えてきている。

→会員の変化を3か月ごとに提出することになった。

・士会事業・予算検討委員会からの提案。

座学における研修会は原則全てオンラインでの開催をお願いしたい。さらに、アーカイブ出来るものは使用期間

を講師と相談の上なるべく会員が再度聴講できるように調整してほしい。

→「全て」という文字に入れてしまうと、全くダメと言われると困るので、何か相談をしてもらえればというような文言を

入れてることで承認された。

・選挙規定の改正について

第18条 「代議員は辞任を申し出たとき」の後に、「役員選挙に立候補したとき」の文言を入れる、

これにて、代議員が自身に投票することを避けられ、落選したときには代議員に戻ることができる。

→承認された。選挙人の人数が減る問題は残っている。



・次年度の新生涯学習制度に向けてのアンケート調査の実施

カリキュラムコードが一つずつ振り分けあれる予定となっており、各支部・各部の過去の研修内容のアンケート調

査をグーグルフォームで実施することで効率的なカリキュラムコードの振り分けを行う。2019年度を含めたいと思っ

ている。

・感染症対策委員会に顧問の依頼について

今度、対面研修会、実技研修会などの再開、各公共事業への参加、スポーツ活動支援などの実施に当たり、感染

症の専門医師の顧問が必要と考える。

→本会に顧問という規定はないため、それを作成して、ある程度ルーズで会員が納得できる額を考えてる必要があ

る。規定の原案と兼業依頼書を作成することになった。

・研修会の予算策定時に研修会計画（概要）を提出すること。

年間計画を立てることで、1)効果的な研修を実行できる。２）年間研修計画票などを掲示することで、効率よく研

修を受講できるようになる、ことが期待できる。

カリキュラムコードを割り振って提示する。

→ スケジュール表が出来たからといって、他のことは絶対しないということではない。

予算の締め切りが12月初めなので、今年度は少し難しいかもしれないが、LINE WORKで講師、日時まで考え

て提出するように広報をし、詳しくは拡大理事会で説明すること。

・３3回兵庫県理学療法学術大会開催趣意書案が提案された。

ポスター案の提示があった。

・新人発表会の存続について

次年度以降、新生涯学習システムの開始にともない、新人発表会がポイント対象外となる。支部のアンケート中で

存続４４％必要なし１１％、他の新規事業による４４％となった。

新人発表会を存続させるかどうかは県全体で統一したい。「士会主催症例検討会」、「士会承認症例検討会」の

すみ分け、運用方法も考えている。

→再度、支部局で形を作って理事会の審議にあげることになった。

・姫路マラソンについて感染予防対策委員会の結果、感染リスクが高い場合、基本的に医師会・看護協会の協力

が得られるのであれば、理学療法士会も連携して参画するのは問題ない。

→LINE WORKSで審議し、承認となっている。

・診療報酬改定の研修会は職能部では行わず、連盟で行う。

・拡大理事会12月18日(土）14時から

次回部会

日時・場所

日時；令和３年1２月 1７日（金）19時から

場所；web


